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レーザ加工による技術支援事例の紹介

デザイン・工芸部 ○惠原 要，山田淳人，澤崎ひとみ， 中村寿一＊

（現 企画情報部）＊

１． はじめに

デザイン・工芸部では，平成10～12年度にかけ炭酸ガスレーザ加工機を利用した仏壇部品加工シス

テムを開発し，地場産業である川辺仏壇産地を支援してきた。炭酸ガスレーザ加工は，他の方法では

難しい精密な加工が比較的容易に行えるので，主に木材加工について仏壇や建具の透かし彫りなど工

芸的な利用から工業製品の加工に至るまで，幅広い技術支援を行っている。

２． 特徴と性能

使用している炭酸ガスレーザ加工機を図１に示す。木材加工における特徴として，1)切断幅が0.2

～0.4mmと非常に細い，2)複雑で細かい切り抜きでも欠けることがない，3)逆目が発生することがな

いなどが挙げられる。性能及び仕様は表１のとおりである。

表１ 炭酸ガスレーザ加工機の性能及び仕様

連続出力 1,100w

ワークスペース 1,220×1,220mm

移動方式 ビームXY方向，材料固定

同時制御軸数 2軸(X,Y)

切断速度 0～12000mm/min

繰返し位置決め精度 ±0.01mm

Ｚ軸移動範囲 90mm

制御方式 ＮＣ制御

メーカー （株）澁谷工業

図１ 炭酸ガスレーザ加工機型式 ファルコンＳ

レーザ加工の手順は，まずＣＡＤ・ＣＡＭシス

テム（図２）を用いてＣＡＤ図案等のデータを作

成し，ＮＣデータへ変換する。次にＮＣデータを

本体へ読込み，条件等を設定して加工を行う。

一連のフローを仏壇彫刻部品の加工を例に，図

３に示す。

３． 活用分野

炭酸ガスレーザ加工は，その特徴から接合部品

などの精密さを要求される加工や，同一パターン

図２ ＣＡＤ・ＣＡＭシステムの繰り返しから成る図柄の切り抜きなど，手加工
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では困難な加工において，その威力を発揮する。

炭酸ガスレーザ加工を用いた仏壇彫刻部品，

建具透かし彫り，カヌーのキット部品の加工事

例を図４，５，６に示す。

彫 刻 図 案 作 成

彫り師による手書き図案

↓

手書き図案スキャナー読み込み

↓

ＣＡＤ図案作成，修正，編集

図４ 仏壇彫刻部品（パターンの繰返し文様）輪 郭 デ ー タ 作 成 ソ フ ト

↓

図 案 Ｄ Ｘ Ｆ デ ー タ 変 換

↓

Ｎ Ｃ デ ー タ 変 換

仏壇加工ＣＡＤ・ＣＡＭソフト

↓

デ ー タ ベ ー ス 蓄 積

↓

炭酸ガスレーザ加工機によ

る透かし（切り抜き）加工

図５ 建具透かし彫り↓

彫り師による仕上げ彫り

↓

仏 壇 彫 刻 部 品 完 成

図３ 仏壇部品加工システムフロー

４． おわりに

炭酸ガスレーザ加工機の特徴を活かしたデザ

インや製品の開発などに対して技術支援を行っ

ていますので，ご相談ください。

図６ カヌーのキット部品
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